
昭和50年 ４月 職員定数（１３０名）

(1975) ６月 稲沢市から１名派遣、１名派遣を解かれる。

８月 祖父江出張所新庁舎竣工、（祖父江町大字上牧字下川田４５４番地・

祖父江町役場敷地内）仮出張所より移転する。

祖父江町職員１名、平和町職員１名退職、職員数９８名

１０月 祖父江町から職員１名派遣、職員数９９名

昭和51年 １月 稲沢市から職員１名派遣、職員数１００名

３月 平和出張所新庁舎竣工、（平和町三宅４９２番地の１）

稲沢市職員１名派遣を解かれ、職員数９９名

４月 稲沢市８名、祖父江町７名、平和町９名採用し、組合へ派遣

稲沢市から１名派遣、職員数１２４名

５月 査察広報車１台、平和町より貸与され平和出張所へ配置

平和出張所新庁舎業務開始、消防署より移転する。

７月 査察広報車１台、稲沢防火危険物安全協会から寄贈を受け、消防本部

へ配置

８月 査察広報車１台、祖父江町より貸与され、祖父江出張所へ配置

１０月 消防ポンプ自動車１台購入、東部出張所ヘ配置

１２月 消防ポンプ自動車１台購入、平和出張所ヘ配置

昭和52年 ２月 東部出張所新庁舎竣工、（稲沢市井之口沖之田７４６番地）

旧庁舎より移転する。

３月 稲沢市、祖父江町及び平和町から出向職員１２３名は出向市町職員を

退職し、消防組合職員に切り替えられた。

４月 職員退職手当基金設置

稲沢市庁舎（消防本部庁舎及び付属棟一部）、祖父江出張所及び平和

出張所の敷地は、消防組合へ無償貸付、物品については無償譲渡され

た。

４名採用、職員数１２８名

１２月 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、消防署へ配置

昭和53年 ４月 職員定数条例改正（１３５名）

連絡車１台購入、消防本部ヘ配置

通信室を改造し、指令室に改めＢ型指令装置を設置

１名採用、職員数１２９名

１２月 小型動力ポンプ付水槽車１台購入、消防署ヘ配置

消防のあゆみ



昭和54年 ３月 稲沢市職員１名派遣を解かれ、職員１２８名

４月 稲沢市から１名派遣、３名採用、１名退職、職員数１３１名

５月 １名採用、職員数１３２名

１０月 原動付自転車２台購入、消防本部へ配置

１名退職、職員数１３１名

１１月 化学消防ポンプ自動車１台、日本損害保険協会より寄贈を受け、東部

出張所ヘ配置

昭和55年 ３月 はしご付消防ポンプ自動車（３５ｍ）１台購入、消防署へ配置

(1980) １名退職、職員数１３０名

４月 職員定数条例改正（１３９名）

６名採用、１名退職、職員数１３５名

５月 人員搬送車１台購入、消防本部ヘ配置

査察広報車１台購入、東部出張所ヘ配置

６月 人員搬送車、査察広報車各１台廃車

１０月 １名採用､職員数１３６名

１１月 救急車１台、日本損害保険協会より寄贈を受け、消防署へ配置

１２月 救急車１台購入、祖父江出張所ヘ配置

救急車２台廃車

昭和56年 ３月 稲沢市職員１名派遣を解かれ、職員数１３５名

４月 東部出張所を東分署に改める。

職員定数条例改正（１４３名）

４名採用、職員数１３９名

７月 査察広報車１台購入、消防本部へ配置

資材運搬車１台購入、消防署へ配置

広報車１台廃車

１０月 査察広報車１台、稲沢防火危険物安全協会より寄贈を受け、消防本部

へ配置

１１月 消防ポンプ自動車１台購入、消防署へ配置

１２月 指令車１台購入、消防本部ヘ配置

指令車１台廃車

昭和57年 １月 救急車２台購入、東分署及び平和出張所に配置

２月 東分署車庫増築工事（１１９㎡）が竣工し、屈折はしご付消防ポンプ

自動車を消防署から東分署ヘ配置替え。

救急車２台廃車

６月 救急車１台、磯野樹脂産業㈱より寄贈を受け、消防署ヘ配置



９月 １名退職、職員数１３８名

１１月 １名退職、職員数１３７名

水槽付消防ポンプ自動車１台廃車

昭和58年 １月 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、東分署へ配置

消防ポンプ自動車１台購入、祖父江出張所へ配置

祖父江出張所の旧消防ポンプ自動車１台を消防署ヘ配置

１０月 消防ポンプ自動車１台廃車

１１月 祖父江出張所の訓練塔（高さ１１．５ｍ）竣工

昭和59年 ２月 １名退職、職員数１３６名

３月 １名退職、職員数１３５名

７月 査察広報車１台を購入、消防本部ヘ配置

８月 査察広報車１台廃車

１０月 査察広報車１台、愛知県共済生活協同組合より寄贈を受け消防署ヘ配

置

１２月 平和出張所の訓練塔（高さ１１．５ｍ）竣工

昭和60年 ４月 ２名採用、職員数１３７名
(1985)

７月 消防本部の査察広報車と平和出張所の査察広報車とを配置替え。

１１月 水槽付消防ポンプ自動車（東分署）１台廃車

１２月 東分署の訓練塔（高さ１１．５ｍ）竣工

１名退職、職員数１３６名

昭和61年 ４月 １名採用、職員数１３７名

５月 査察広報車（消防本部）１台廃車

８月 査察広報車１台購入、祖父江出張所へ配置

査察広報車１台廃車

昭和62年 ５月 連絡車１台購入、消防本部へ配置

連絡車１台廃車

昭和63年 ２月 救急車１台購入、消防署へ配置

救急車１台廃車

平成元年 ３月 査察広報車１台、農事組合法人井掘植木生産組合より寄贈を受け、消

防本部へ配置

１０月 原動機付自転車１台を消防本部から東分署ヘ配置替え。

１２月 消防ポンプ自動車１台（消防署）廃車

平成２年 ３月 水槽付消防ポンプ自動車２台購入、祖父江出張所及び平和出張所へ配
(1990)

置

水槽付消防ポンプ自動車２台廃車



１２月 救急車１台、愛知県共済生活協同組合より寄贈を受け、祖父江出張所

へ配置

救急車１台廃車

平成３年 ３月 指令室に消防緊急情報システムⅡ型を設置

２名退職、職員数１３５名

４月 ４名採用、職員数１３９名

６月 査察広報車１台、日本消防協会より寄贈を受け、消防本部ヘ配置

原動機付自転車（東分署）１台廃車

７月 稲沢市から１名組合ヘ派遣、職員数１４０名

査察広報車（消防本部）１台廃車

原動機付自転車（消防本部）１台廃車

８月 １名退職、職員数１３９名

１０月 査察広報車２台購入、消防本部及び東分署へ配置

１１月 査察広報車２台廃車

平成４年 １月 救急車（東分署）１台廃車

３月 消防ポンプ自動車１台購入、平和出張所ヘ配置

救急車１台購入、東分署へ配置

１名退職、職員数１３８名

稲沢市から１名派遣を解かれ、職員数１３７名

４月 稲沢市から１名組合へ派遣、職員数１３８名

３名採用、職員数１４１名

６月 消防ポンプ自動車（平和出張所）１台廃車

１０月 救急車１台、磯野株式会社より寄贈を受け、消防署へ配置

救急車１台、東新住建株式会社より寄贈を受け、東分署ヘ配置し、東

分署の旧救急車を平和出張所ヘ配置替え。

１１月 救急車（消防署及び平和出張所）２台廃車

平成５年 ２月 救助工作車１台購入、消防署へ配置

救助工作車１台廃車

３月 １名退職、職員数１４０名

４月 職員定数条例改正（１５３名）

６名採用、職員数１４６名

１０月 指令車１台購入、消防本部ヘ配置

１１月 指令車１台廃車

平成６年 ２月 はしご付消防ポンプ自動車（１５ｍ）１台購入、東分署へ配置

３月 スノーケル車（東分署）１台廃車



２名退職、職員数１４４名

４月 ３名採用、職員数１４７名

６月 １名退職、職員数１４６名

９月 １名退職、職員数１４５名

平成７年 １月 査察広報車１台、愛知県共済生活協同組合より寄贈を受け、消防署へ

(1995) 配置

２月 高規格救急自動車１台購入、消防署へ配置

水槽付消防ポンプ自動車１台購入、消防署へ配置

１名退職、職員数１４４名

３月 消防署の救急車１台廃車

１名退職、職員数１４３名

４月 ４名採用、職員数１４７名

１１月 査察広報車１台購入、平和出張所ヘ配置

１２月 東分署の訓練塔（高さ１７．０ｍ）の改修

平成８年 １月 査察広報車（平和出張所）１台廃車

２月 化学消防ポンプ自動車１台購入、消防署へ配置

消防ポンプ自動車１台購入、東分署ヘ配置

３月 化学消防ポンプ自動車１台廃車

消防ポンプ自動車１台廃車

３名退職、職員数１４４名

４月 ５名採用、職員数１４９名

７月 稲沢市から１名派遣を解かれ、職員数１４８名

８月 稲沢市から１名組合へ派遣、職員数１４９名

査察広報車１台購入、祖父江出張所へ配置

査察広報車１台廃車

１１月 消防庁舎用地購入　（５６７㎡）

１２月 １名退職、職員数１４８名

平成９年 ２月 資材運搬車１台購入、消防署へ配置

高規格救急自動車１台購入、祖父江出張所ヘ配置し、旧救急車を消防署

へ配置替え。

資材運搬車１台廃車

３月 ４名退職、職員数１４４名

４月 ４名採用、職員数１４８名

５月 査察広報車１台、塚本義勝氏より寄贈を受け、消防本部へ配置

査察広報車１台廃車



６月 連絡車１台購入、消防本部へ配置

連絡車１台廃車

１名退職、職員数１４７名

平成10年 １月 消防ポンプ自動車１台購入、消防署へ配置

水槽付消防ポンプ自動車１台を購入、東分署へ配置

消防ポンプ自動車１台廃車

水槽付消防ポンプ自動車１台廃車

３月 １名退職、職員数１４６名

４月 職員定数条例改正（１６３名）

３名採用、職員数１４９名

９月 人員搬送車１台購入、消防本部へ配置

１１月 人員搬送車１台廃車

平成11年 １月 小型動力ポンプ付水槽車１台購入、消防署へ配置

消防ポンプ自動車１台購入、祖父江出張所へ配置

小型動力ポンプ付水槽車１台廃車

消防ポンプ自動車１台廃車

３月 稲沢市から１名派遣を解かれ、職員数１４８名

４月 稲沢市から１名組合へ派遣、職員数１４９名

６名採用、職員数１５５名

７月 祖父江出張所を祖父江分署に改める。

平和出張所を平和分署に改める。

１０月 査察広報車１台購入、消防本部へ配置

査察広報車１台廃車

平成12年 ２月 化学消防ポンプ自動車１台購入、東分署へ配置
(2000)

高規格救急自動車１台購入、東分署へ配置

化学消防ポンプ自動車１台廃車

救急車１台廃車

３月 稲沢市から１名派遣を解かれ、職員数１５４名

３名退職、職員数１５１名

４月 稲沢市から１名組合へ派遣、職員数１５２名

８名採用、職員数１６０名

７月 消防庁舎基本設計

９月 消防庁舎実施設計

１０月 はしご付消防自動車（４０ｍ）１台購入、消防署へ配置

はしご付消防ポンプ自動車（３５ｍ）１台廃車



消防庁舎用地購入　（１１，３１２㎡）

平成13年 ２月 査察広報車１台購入、東分署へ配置

査察広報車１台廃車

３月 稲沢市から１名派遣を解かれ、職員数１５９名

２名退職、職員数１５７名

４月 稲沢市から１名組合へ派遣、職員数１５８名

３名採用、職員数１６１名

７月 消防庁舎着工（起工式）

１０月 高規格救急自動車１台購入、平和分署へ配置

１２月 救急車１台廃車

平成14年 ３月 １名退職、職員数１６０名

稲沢市ほか二町消防組合を解散

４月 三組合（消防・水道・衛生）が合併し、稲沢中島広域事務組合を設立

２名採用、職員数１６２名

２名稲沢中島広域事務組合事務局へ出向

１０月 消防庁舎完成

平成15年 ２月 査察広報車１台、愛知県共済生活協同組合より寄贈を受け、消防本部へ

配置

３月 消防緊急通信指令施設整備

旧消防庁舎より移転する。

消防庁舎竣工（業務開始） 稲沢市船橋町鯉坪３２１番地１

査察広報車１台廃車

６月 連絡車１台購入、消防本部へ配置

９月 １名退職、職員数１６１名

平成16年 １月 高規格救急車１台購入、消防署へ配置

救急車１台廃車

８月 １名退職、職員数１６０名

１２月 １名退職、職員数１５９名

平成17年 １月 高規格救急車1台購入、消防署へ配属

(2005) 救急車1台廃車

水槽付消防ポンプ自動車２台を購入、祖父江分署及び平和分署へ配置

水槽付消防ポンプ自動車２台廃車

３月 稲沢市から１名派遣を解かれ、職員数１５８名

２名退職、職員数１５６名

三組合（消防・水道・衛生）の稲沢中島広域事務組合を解散



４月 一市二町（稲沢市、祖父江町、平和町）の合併に伴い、稲沢市消防本部

に改める。

一般行政職から１名消防吏員に転任する。職員数１５７名

４名採用、職員数１６１名

査察広報車２台を旧祖父江町、平和町から配置換えのため、消防本部へ

配置

８月 １名退職、職員数１６０名

平成18年 ３月 １名退職、職員数１５９名

４月 職員定数条例改正（１７０名）

４名採用、職員数１６３名

５月 １名退職、職員数１６２名

１２月 資材運搬車１台購入、消防署へ配置

資材運搬車１台廃車

平成19年 １月 高規格救急車１台購入、祖父江分署へ配置

救急車１台廃車

２月 消防ポンプ自動車１台購入、平和分署へ配置

消防ポンプ自動車１台廃車

査察広報車１台、愛知県共済生活協同組合より寄贈を受け、消防本部へ

配置

３月 ３名退職、職員数１５９名

４月 ５名採用、職員数１６４名

７月 １名退職、職員数１６３名

９月 指令車１台購入、消防本部へ配置

指令車１台廃車

１２月 指揮車１台購入、消防署へ配置

査察広報車１台廃車

平成20年 ２月 救助工作車１台購入、消防署へ配置

救助工作車１台廃車

３月 ６名退職、職員数１５７名

４月

９月

平成21年 １月

水槽付消防ポンプ自動車１台廃車（寄贈・エクアドル）

７名採用、職員数１６４名

１名退職、職員数１６３名

支援車１台購入、消防署へ配置

人員搬送車１台廃車

水槽付消防ポンプ自動車１台購入、消防署へ配置



２月

配置

３月

４月

９月 査察広報車１台購入、平和分署へ配置

査察広報車１台廃車

１０月 ４名採用、職員数１６６名

１２月 １名退職、職員数１６５名

平成22年 ２月 高規格救急車１台購入、稲沢東分署へ配置

（2010） 高規格救急車１台廃車

査察広報車１台購入、祖父江分署へ配置

査察広報車１台廃車

３月 ６名退職、職員数１５９名

４月 ７名採用、職員数１６６名

５月 連絡車１台購入、消防本部へ配置

連絡車１台廃車

平成23年 ３月

４月

平成24年 １月

消防ポンプ自動車１台購入、稲沢東分署へ配置

消防ポンプ自動車１台廃車（寄贈・ブータン）

２月 高規格救急車１台購入、平和分署へ配置

高規格救急車１台廃車

３月

４月

平成25年 １月 高規格救急車１台購入、消防署へ配置

高規格救急車１台廃車

２月 はしご付消防ポンプ自動車（１５ｍ）１台購入、稲沢東分署へ配置

はしご付消防ポンプ自動車（１５ｍ）１台廃車（売却）

３月 ６名退職、職員数１６０名

４月 ７名採用、職員数１６７名

１０月 査察広報車１台購入、稲沢東分署へ配置

査察広報車１台消防本部総務課へ配置

査察広報車１台廃車

査察広報車１台、愛知県共済生活協同組合より寄贈を受け、消防署へ

６名採用、職員数１６６名

５名退職、職員数１６０名

７名退職、職員数１５９名

７名採用、職員数１６６名

査察広報車１台廃車

７名退職、職員数１５６名

６名採用、職員数１６２名

１名退職、職員数１６５名



１１月 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、稲沢東分署へ配置

水槽付消防ポンプ自動車１台廃車（売却）

１２月 １名退職、職員数１６６名

消防ポンプ自動車１台購入、消防署へ配置

消防ポンプ自動車１台廃車（売却）

平成26年 ２月 高規格救急車１台購入、消防署へ配置

高規格救急車１台廃車（売却）

３月 ７名退職、職員数１５９名

４月 ７名採用、１名市役所総務部理事へ異動、職員数１６５名

高規格救急車１台消防署から稲沢東分署へ配置

はしご付消防ポンプ自動車（１５ｍ）稲沢東分署から消防署へ配置

１０月

平成27年 １月

（2015）

３月

４月

６月

平成28年 １月

２月

３月

４月  一宮市・稲沢市消防指令センター  消防指令業務の共同運用開始

６月

１名退職、職員数１６６名（再任用５名含む。）

８月 １名退職、職員数１６５名（再任用５名含む。）

１０月 ２名採用、職員数１６７名（再任用５名含む。）

１２月

 

部へ配置

平成29年 ３月

査察広報車１台廃車

５名採用、職員数１６６名（再任用３名含む。）

化学消防ポンプ自動車1台稲沢東分署から消防署へ配置

小型動力ポンプ付水槽車１台購入、消防署へ配置

小型動力ポンプ付水槽車１台廃車（売却）

化学消防ポンプ自動車１台廃車（売却）

７名退職、職員数１５８名

防災広報車１台、公益財団法人日本消防協会より交付を受け、消防団本

高規格救急車１台廃車（売却）

６名退職、職員数１６０名（再任用３名含む。）

消防ポンプ自動車１台廃車（売却）

消防ポンプ自動車１台購入、祖父江分署へ配置

高規格救急車１台購入、祖父江分署へ配置

１５名退職（再任用３名含む。）、職員数１５２名（再任用２名含む。）

連絡車１台購入、消防本部へ配置

査察広報車１台購入、消防本部予防課へ配置

原因調査車１台購入、消防本部予防課へ配置

査察広報車２台廃車

５名採用、職員数１６７名（再任用５名含む。）



４月

７月 １名退職、職員数１６３名（再任用９名含む。）

１１月 査察広報車１台購入、消防本部総務課へ配置

査察広報車１台廃車（売却）

１２月 高規格救急車１台購入、稲沢東分署へ配置

高規格救急車１台廃車（売却）

救助資機材・小型動力ポンプ搭載多機能車１台、総務省消防庁より貸付

を受け、消防団本部へ配置

１名退職、職員数１６２名（再任用８名含む。）

平成30年 ３月 指令車１台廃車（売却）

１５名退職(再任用１名含む。）、職員数１４７名（再任用７名含む。）

４月 ６名採用、職員数１６４名（再任用１８名含む。）

１１月 はしご付消防自動車（４０ｍ）１台購入、消防署へ配置

はしご付消防自動車（４０ｍ）１台廃車（売却）

平成31年 ３月 ２名退職、職員数１６２名（再任用１８名含む。）

４月 ６名採用、職員数１６９名（再任用１９名含む。）

令和元年 １２月 化学消防ポンプ自動車１台購入、消防署へ配置

化学消防ポンプ自動車１台廃車（売却）

令和２年 ３月 ９名退職(再任用７名含む。）、職員数１６０名（再任用１２名含む。）

（2020） ４月 ６名採用、職員数１６６名（再任用１２名含む。）

７月 連絡車１台購入、消防本部へ配置

連絡車１台廃車（売却）

１２月 高規格救急車１台購入、消防署へ配置

高規格救急車１台廃車（売却）

令和３年 ３月 １４名退職(再任用１１名含む。)、職員数１５２名(再任用１名含む。)

４月 ５名採用、職員数１５８名（再任用２名含む。）

５月 １名退職、職員数１５７名（再任用２名含む。)

令和４年 １月 査察広報車１台廃車

２月 高規格救急車１台購入、平和分署へ配置

高規格救急車１台廃車（売却）

３月

置

９名退職(再任用１名含む。)、職員数１４８名(再任用１名含む。)

４月 ７名採用、職員数１５９名（再任用５名含む。）

１０月 ２名採用、職員数１６１名（再任用５名含む。）

５名採用、職員数１６４名（再任用９名含む。）

査察広報車１台、愛知県共済生活協同組合より寄贈を受け、消防署へ配



令和５年 ３月 高規格救急車１台購入、稲沢東分署へ配置

高規格救急車１台廃車（売却）

水槽付消防ポンプ自動車１台購入、祖父江分署へ配置

水槽付消防ポンプ自動車１台廃車（売却）

６名退職、職員数１５５名（再任用５名含む。)

４月 一般行政職から１名消防吏員に転任する。職員数１５６名

６名採用、職員数１６４名（再任用７名含む。）

９月 高規格救急車１台、中嶌崇二氏より寄贈（寄付金）を受け、稲沢東分署

へ配置

高規格救急車１台廃車（寄贈・ウクライナ）

令和６年 ３月 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、平和分署へ配置

水槽付消防ポンプ自動車１台廃車

１名退職、職員数１６３名(再任用７名含む。)

１０月 １名採用、職員数１６４名（再任用７名含む。）

１２月 １名退職、職員数１６３名（再任用７名含む。）


